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メ
イ
ン
企
画 

映
像
作
家 

鎌
仲
ひ
と
み
さ
ん
講
演
会 

「い
ま
私
た
ち
の
手
に 

未
来
の
選
択
権
が
あ
る
」 

昨
年
起
き
た
大
震
災
と
原
発
事
故
は
、

大
量
の
電
力
を
消
費
す
る
東
京
に
住
む
私

た
ち
に
「
原
発
」
の
問
題
を
突
き
つ
け
ま

し
た
。
そ
こ
で
今
回
の
メ
イ
ン
企
画
の
講

師
に
核
と
生
命
の
問
題
を
テ
ー
マ
に
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
撮
り
続
け
て
い
る

鎌
仲
ひ
と
み
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
し
た
。 

講
演
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

「
取
材
で
戦
争
が
終
わ
っ
た
イ
ラ
ク
を
訪

れ
た
と
き
、
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
放
射
線
の

内
部
被
曝
に
よ
っ
て
様
々
な
癌
や
白
血
病

に
侵
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
と
の
出

会
い
が
、
核
と
放
射
能
の
問
題
に
取
り
組

む
き
っ
か
け
と
な
り
映
画
『
ヒ
バ
ク
シ
ャ
』

を
制
作
し
た
。
実
は
、
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
は 

 
  

 
 第

１２
回
ま
ち
だ
男
女
平
等
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 

２
月
４･

５
日 

参
加
者
は
今
年
も
２
７
０
０
人
を
越
え
る
！ 

 

 
 

原
発
の
ゴ
ミ
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
。
今
回

の
原
発
事
故
と
イ
ラ
ク
の
状
況
は
似
て
い

る
。」
さ
ら
に
二
作
目
『
六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ

デ
ィ
ー
』
で
取
り
上
げ
た
青
森
県
六
ヶ
所

村
の
再
処
理
工
場
を
め
ぐ
る
地
域
経
済
と

原
発
産
業
の
問
題
、
再
処
理
工
場
と
核
燃

サ
イ
ク
ル
の
危
険
性
、
原
発
を
推
進
す
る

５
千
人
の
官
僚
な
ど
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
歪
み
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
の
必

要
性
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、

「
内
部
被
曝
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
最
新
作

を
制
作
中
と
の
こ
と
。「
今
回
の
原
発
事
故

で
大
量
の
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
汚
染

が
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
研
究
者
に
よ
っ

て
危
険
性
の
見
解
に
違
い
が
見
ら
れ
、
感

受
性
も
個
人
差
が
あ
る
。
そ
ん
な
グ
ラ
デ

ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
中
で
一
人
一
人
が
自
分

で
判
断
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
の
情
報
を
提
供
し
た
い
。」
と
新

作
に
込
め
た
思
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
マ

ス
コ
ミ
の
情
報
に
つ
い
て
は
「
鵜
呑
み
に

せ
ず
３０
％
信
じ
る
く
ら
い
が
い
い
。
私
の

話
だ
っ
て
疑
っ
て
ほ
し
い
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。 

 
 

最
後
に
「
日
本
は
世
界
か
ら
見
て
も
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
宝
庫
。
太
陽
光
、
風
力
、

波
力
、
小
水
力
発
電
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
。

発
送
電
分
離
、
電
力
会
社
間
で
電
気
を
融

通
で
き
る
平
準
化
、
自
由
化
も
必
要
。
そ

の
実
現
に
は
市
民
が
声
を
上
げ
て
い
く
こ

と
が
大
切
。
給
食
の
放
射
線
量
を
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
な
ど
も
要
望
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
参
加
者
に
呼
び
か
け
、
満
場
の
拍

手
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
の
企
画
よ
り 

高齢期の住まい方を考える  ２／５  

～あなたは自宅派？施設派？～ 

講師：小柴 誠さん 

はじめに、自立か要介護か、独居か夫婦か

娘と同居かなど、５タイプの事例紹介があり、

自宅に住み続けるために必要なこと、高齢者

向け住宅には住居系と施設系があり条件や費

用が違うこと、それ 

ぞれのメリットデメ 

リット、施設の選び 

方など詳しくお話し 

いただき満席の会場 

からは活発な質疑応 

答がありました。 

平安貴族女性の婚活！？２／４ 

幼少期より行われる生育儀礼の目的は？ 

講師：彦由三枝子さん 

摂関家クラスの貴族では、婚姻関係を利用し

て家の繁栄を築こうとする親の思惑から、娘を 

后がね=皇后候補として大切に育てました。 

藤原道長の娘、彰子に焦点を当て生育儀礼を

見ていく中で、当時望まれた貴族女性像、結婚 

までのプロセス、上 

層貴族社会のあり様 

まで、たくさんのこ 

とをお話下さいまし 

た。 

  
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                    

新
刊
書
紹
介 

図
書
の
貸
し
出
し
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
の
視
聴
が
で
き
ま
す
！ 

「女
性
社
長
が
日
本
を
救
う
」横
田
響
子 

 

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス 

著
者
は
６
年
間
の
会
社
勤
め
の
後
、
女
性
経
営
者
の
支
援
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ベ
ー
ス
の
仕

事
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
に
会
社
を
設
立
、「
女
性
社
長.

n
e
t

」
を
企
画
運
営
中
。
本
書
は

著
者
が
出
会
っ
た
女
性
社
長
を
通
し
て
新
し
い
時
代
の
働
き
方
、
生
き
方
を
紹
介
。「
女
性

は
社
長
に
向
い
て
い
る
」「
あ
な
た
の
働
き
方
の
選
択
肢
に
『
社
長
』
を
加
え
よ
う
！
」
と

大
胆
な
提
案
で
す
が
、
女
性
社
長
が
増
え
れ
ば
日
本
が
元
気
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
。 

 「め
ざ
め
る
女 

つ
ぶ
や
く
男
」ジ
ェ
ン
ダ
ー
・学
び
・プ
ロ
ジ
ェ
ト
編 

解
放
出
版
社 

 
 

富
田
林
市
立
中
央
公
民
館
の
実
行
委
員
会
が
全
国
か
ら
募
集
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
エ
ッ
セ

イ
を
編
集
し
た
の
が
本
書
で
す
。「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
は
社
会
的･

文
化
的
に
つ
く
ら
れ
た
男

ら
し
さ
、
女
ら
し
さ
の
こ
と
。「
男
は
泣
く
な
」「
女
の
子
は
青
で
な
く
赤
に
し
な
さ
い
」「
男

性
の
部
下
は
『
部
下
』
で
女
性
の
部
下
は
『
女
の
子
』
？
」「
保
護
者
欄
に
夫
の
名
前
を
書

い
て
し
ま
う
」
な
ど
日
常
の
何
気
な
い
場
面
で
「
何
か
へ
ん
」
と
気
づ
い
た
体
験
を
、
主
婦
、

共
働
き
、
シ
ン
グ
ル
、
男
性
、
子
ど
も
、
な
ど
多
様
な
人
た
ち
が
寄
せ
て
い
ま
す
。 

 

「不
惑
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」 

上
野
千
鶴
子 

岩
波
現
代
文
庫 

一
九
七
〇
年
に
日
本
で
産
声
を
あ
げ
た
ウ
ー
マ
ン
リ
ブ
（
第
２
波
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
）
も
40

と
い
う
不
惑
の
年
齢
を
迎
え
た
、
と
い
う
著
者
は
、
自
ら
そ
の｢
動
き
」
を
創
り
出
し
て
き

女
性
学
研
究
の
第
一
人
者
。
本
書
は
80
年
代
か
ら
メ
デ
ィ
ア
に
発
表
し
て
き
た
著
者
の
「
時

事
発
言
」
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
女
性
が
男
性
化
す
る
の
で
は
な
く
、
女
性
が
女
性
の
ま

ま
で
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
め
ざ
す
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
思
想
は
、
男
性
解
放
に
も
つ
な
が
る
も
の

で
あ
り
、
女
性
だ
け
で
な
く
男
性
に
も
共
感
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

  

 

センターにある映画を大き

なスクリーンで観て、感想な

どを話し合いましょう。無料。 

＊４月１０日(火)14：00～ 

「１７歳の肖像」08 年英国

イギリス女子高生ジェニー

の、つまずきと再生を描く、

すがすがしい人生賛歌。 

＊５月８日(火)14：00～ 

「インビクタス／負けざる 

ものたち」09年アメリカ 

南ア大統領マンデラが差別

と格差をなくすため、サッカ

ーワールドカップ制覇に向

け奮闘する姿を描く。 

＊６月１２日(火)14:00～  

「毎日かあさん」11年日本 

アルコール依存症のカメラ 

マンの夫、漫画家の妻と二人 

の子の笑いと人情の実話。 

会場：町田市民フォーラム 

３階 活動室 

 
 

 

バスターミナル 

ぽっぽ町田         

● 

 男女平等推進センター  

男女平等推進センターに団体登録を！ 
 

「女だから、男だから…」ではなく「誰もがいきいきと自分

らしく！」そんな願いを持って活動している団体、グルー

プは、男女平等推進センターに団体登録できます。登録

すると部屋の使用が優遇されます。団体同士の交流・研

修（各年１回）で互いに学び合い、「まちだ男女平等フェ

スティバル」（毎年２月）で活動を広げましょう！ 

 

 

詳しくは男女平等推進センターまで 

☎ ０４２－７２３－２９０８ 

 

 
「仕事と家庭の両立推進企業賞」 

    受賞企業が決定しました！ 

 

第４回「仕事と家庭の両立推進企業賞」 

に、社会福祉法人福音会（町田市野津田町） 

が決定ました。子育てや介護など各自の希

望と事情に沿った様々な 

勤務時間のパターンの作 

成や、休暇の取得推進な 

ど、詳しい取り組みは 

今後、町田市ホームペー 

ジや、パンフレットで紹 

介いたします。 

～開催された企画から～   

上映会 「うまれる」 命と家族、絆の物語  2／18 

 

小さいお子さんと一緒に見ることができる、午前の部 

「ママさんタイム」では、上映終了後ご家族そろって和やか

な雰囲気で帰られる様子、 

午後の部上映後に行われ 

た豪田監督講演会では、 

熱心な質問や映画の感想 

に一つ一つ丁寧に応対さ 

れている監督のお人柄が 

とても印象的でした。 
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